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■
南
ス
ー
ダ
ン
で
支
援
活
動

　

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ｓ
で
は
現
在
、

ソ
マ
リ
ア
や
南
ス
ー
ダ
ン
、

ケ
ニ
ア
と
い
っ
た
ア
フ
リ
カ

地
域
、
シ
リ
ア
危
機
対
応
に

関
わ
る
中
東
地
域
な
ど
で
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
紛
争

地
で
水
と
衛
生
の
支
援
に
取

り
組
む
意
義
に
つ
い
て
、「
内

戦
な
ど
で
激
し
く
衝
突
し
た

現
地
の
人
に
と
っ
て
、
最
低

限
の
生
活
環
境
の
確
保
に
不

可
欠
な
〝
水
と
衛
生
〟
は
、

共
通
の
ニ
ー
ズ
と
な
る
も
の

だ
。
水
と
衛
生
を
支
援
の
全

面
に
押
し
出
す
こ
と
で
、
支

援
の
必
要
性
を
よ
り
理
解
し

て
も
ら
え
や
す
く
な
る
と
と

も
に
、
敵
対
し
て
い
た
両
者

を
結
び
つ
け
て
平
和
共
存
の

道
に
導
け
る
の
で
は
」
と
瀬

谷
氏
は
強
調
す
る
。

　

「
政
府
系
の
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
上
下
水
道

の
整
備
な
ど
地
域
に
広
く
利

益
を
も
た
ら
す
事
業
に
取
り

組
め
る
一
方
、
ト
イ
レ
や
井

戸
と
い
っ
た
、
末
端
部
分
の

設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

に
つ
い
て
は
、
若
干
弱
い
面

が
あ
る
。
我
々
は
、
個
々
の

実
情
に
合
わ
せ
て
、
そ
う
し

た
弱
い
と
こ
ろ
を
補
う
こ
と

が
で
き
る
」
と
、
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ

ｓ
の
支
援
の
特
長
を
語
る
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
栗
田

工
業
か
ら
の
支
援
金
を
受

け
、
生
活
環
境
の
整
備
に
向

け
た
緊
急
支
援
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
度
か
ら
水
と
衛
生

に
特
化
し
た
活
動
を
開
始
。

首
都
ジ
ュ
バ
郊
外
の
マ
ン
ガ

テ
ン
国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ

を
実
施
フ
ィ
ー
ル
ド
に
選
定

し
た
。
緊
急
支
援
の
背
景
に

は
、
南
ス
ー
ダ
ン
で
の
水
と

衛
生
に
関
わ
る
深
刻
な
状
況

と
、
マ
ン
ガ
テ
ン
国
内
避
難

民
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る
劣
悪

な
生
活
環
境
が
あ
る
。

　

瀬
谷
氏
は
、
南
ス
ー
ダ
ン

の
状
況
に
つ
い
て
、「
水
不

足
や
衛
生
環
境
の
悪
化
に
よ

り
、
マ
ラ
リ
ア
や
腸
チ
フ

ス
、
コ
レ
ラ
と
い
っ
た
様
々

な
感
染
症
へ
の
罹
患
が
普
通

の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
健
康
状
態
の
悪
い
子
ど

も
が
大
半
を
占
め
、
簡
単
な

病
気
で
命
を
落
と
し
て
し
ま

う
悲
劇
が
後
を
絶
た
な
い
。

命
を
救
う
た
め
、
水
と
衛
生

の
支
援
が
待
っ
た
な
し
だ
」

と
指
摘
。
実
際
に
、
同
国
で

の
生
活
環
境
悪
化
の
原
因
の

う
ち
、
約
60
％
が
水
と
衛
生

関
連
の
問
題
で
占
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
直
近
で

は
、
約
74
％
の
人
が
水
に
起

因
す
る
何
ら
か
の
病
気
に
罹

患
し
て
い
る
と
い
う
。

　

マ
ン
ガ
テ
ン
国
内
避
難

キ
ャ
ン
プ
の
生
活
環
境
に
目

を
向
け
る
と
、
約
１
万
１
０

０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
る

が
、
内
外
の
井
戸
は
故
障
中

で
現
在
１
基
も
使
用
で
き

ず
、
ト
イ
レ

も
昨
年
末
の

時
点
で
１
基

も
使
用
で
き

な
か
っ
た
。

「
多
く
の
住

民
が
、
清
潔

な
水
場
が
存

在
し
な
い
こ

と
に
よ
り
、

生
活
排
水
や

糞
尿
が
流
れ

込
ん
だ
地
表

水
の
利
用
を

余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
ト
イ
レ
の

数
も
圧
倒
的
に
足
り
て
お
ら

ず
、
草
む
ら
な
ど
人
目
に
つ

か
な
い
場
所
で
用
を
足
さ
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
、

土
壌
や
水
の
汚
染
を
原
因
と

す
る
感
染
症
の
蔓
延
や
、
女

性
や
子
ど
も
が
ト
イ
レ
に
行

く
間
に
性
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
」
と
危
機
的
な
状
況
を

説
明
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
事
態

を
受
け
、
昨
年
度
の
緊
急
支

援
活
動
で
は
、
ト
イ
レ
８
基

を
整
備
し
、
う
ち
１
基
は
入

口
の
段
差
を
無
く
す
な
ど
障

が
い
者
用
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
。
蛇
口
を
備
え
た
タ
ン
ク

型
手
洗
い
設
備
２
基
を
新
設

し
た
ほ
か
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
４
室
を
修
復
・
改
良
も
し

た
。
今
年
度
は
、
故
障
し
て

い
る
井
戸
の
修
繕
に
向
け
た

現
地
調
査
に
着
手
す
る
ほ

か
、
ト
イ
レ
の
さ
ら
な
る
設

置
、
昨
年
度
設
置
し
た
ト
イ

レ
の
セ
プ
テ
ィ
ッ
ク
タ
ン
ク

の
増
量
な
ど
を
行
う
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
支
援
活

動
で
は
、
紛
争
予
防
や
自
立

と
い
う
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ｓ
が
持
つ

強
み
を
存
分
に
発
揮
し
て
い

く
考
え
だ
。
支
援
開
始
前
に

は
、
各
部
族
や
住
民
グ
ル
ー

プ
か
ら
、
長
老
や
若
者
、
女

性
と
い
っ
た
避
難
民
キ
ャ
ン

プ
の
各
層
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
出
さ
れ

た
、
自
治
管
理
組
織
に
対

し
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
手
法
な

ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　

「
限
ら
れ
た
設
備
を
め
ぐ

る
住
民
間
の
衝
突
を
防
ぐ
こ

と
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

た
。
ト
イ
レ
や
井
戸
な
ど
を

住
民
自
身
の
手
で
管
理
で
き

る
よ
う
、
様
々
な
研
修
メ

ニ
ュ
ー
を
今
後
も
提
供
し
て

い
く
」
と
瀬
谷
氏
は
話
す
。

今
年
度
は
、
避
難
民
キ
ャ
ン

プ
に
お
い
て
井
戸
管
理
委
員

会
を
組
織
し
た
上
で
、
水
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
の
進
捗
に
合

わ
せ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
研
修

や
紛
争
予
防
研
修
な
ど
を
実

施
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で

維
持
管
理
業
務
の
公
平
な
分

担
や
、
均
等
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の

保
有
を
進
め
て
い
く
予
定
だ

と
い
う
。

■
今
後
は
人
材
育
成
に
も

　

今
回
の
支
援
活
動
で
の
成

果
と
し
て
は
、「
住
民
の
女

性
か
ら
『
遮
蔽
用
の
壁
が
壊

れ
て
い
た
り
、
汚
水
・
汚
物

が
溢
れ
て
い
た
り
と
い
っ
た

劣
悪
な
管
理
状
態
で
、
以
前

は
安
心
し
て
用
を
足
せ
る
環

境
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
回

初
め
て
安
心
し
て
用
を
足
す

こ
と
が
で
き
た
』
と
い
っ
た

感
謝
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
」
と
紹
介
。ま
た
、栗
田
工

業
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
現
地
の
住
民
に
伝

え
た
際
に
は
、
日
本
の
会
社

が
自
分
た
ち
の
こ
と
を
知
っ

て
く
れ
て
応
援
し
て
く
れ

た
、
と
泣
い
て
喜
ん
だ
と
い

う
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
今

回
の
支
援
を
き
っ
か
け
に
、

現
地
の
住
民
に
水
イ
ン
フ
ラ

な
ど
の
維
持
管
理
ス
キ
ル
を

身
に
着
け
て
も
ら
う
こ
と

で
、
海
外
の
技
術
者
に
依
存

し
て
い
る
配
管
工
な
ど
の
仕

事
を
、
現
地
で
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
」

と
、
人
材
育
成
に
意
欲
を
示

す
。

　

今
年
８
月
に
は
、
新
型
コ

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た

先
端
技
術
を
下
水
道
に
活
用

し
た
３
件
の
新
規
実
証
事
業

は
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

　

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

―
」
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
大

規
模
な
改
修
を
行
わ
ず
、
各

処
理
場
の
シ
ス
テ
ム
に
互
換

性
を
持
た
せ
る
技
術
の
開

発
、
標
準
化
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
広
域
化
・
共
同
化
を

加
速
さ
せ
る
。
下
水
処
理
場

な
ど
の
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム

の
仕
様
は
製
造
者
ご
と
に
異

な
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
間
の

互
換
性
が
な
い
こ
と
が
広
域

管
理
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
現
状
で
は
、
監
視
制
御

は
各
処
理
場
で
完
結
し
て
い

る
た
め
、
広
域
管
理
を
実
施

し
よ
う
と
し
た
場
合
に
は
、

大
規
模
な
改
修
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

　

監
視
制
御
の
共
同
化
を
実

施
し
シ
ス
テ
ム
を
集
約
す
る

こ
と
で
、
下
水
処
理
場
な
ど

の
広
域
管
理
が
可
能
と
な

り
、
維
持
管
理
業
務
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
広
域
管
理
化
が
実

現
で
き
れ
ば
、
将
来
的
に

は
、
施
設
管
理
情
報
、
維
持

管
理
情
報
の
共
有
化
を
行

い
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

に
よ
る
維
持
管
理
費
の
省
力

化
や
低
コ
ス
ト
化
も
期
待
で

き
る
。

　

「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
―
」

で
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
り
通
常
時

の
熟
練
技
術
者
の
操
作
を
再

現
す
る
だ
け
で
な
く
、
流
入

水
量
や
水
質
の
変
化
時
に
も

運
転
判
断
を
支
援
す
る
こ
と

で
運
転
操
作
の
高
度
化
を
図

る
。日
報
や
水
質
分
析
、デ
ー

タ
、
画
像
、
気
象
な
ど
の
入

力
デ
ー
タ
か
ら
、
画
像
処
理

Ａ
Ｉ
と
対
応
判
断
Ａ
Ｉ
に
よ

り
情
報
と
対
応
方
針
を
見
え

る
化
し
、
効
率
的
な
運
転
を

可
能
と
す
る
。
経
験
の
浅
い

職
員
で
も
熟
練
者
と
同
等
の

運
転
操
作
が
可
能
と
な
り
、

下
水
処
理
の
水
質
や
電
力
や

薬
品
な
ど
の
コ
ス
ト
に
関
す

る
最
適
運
用
へ
対
応
す
る
こ

と
で
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
を

縮
減
で
き
る
。

　

「
分
流
式
下
水
道
の
―
」

で
は
観
測
雨
量
や
下
水
へ
の

流
入
量
等
の
蓄
積
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
分
流
式
下
水
道
へ

の
雨
天
時
浸
入
水
率
の
偏
在

や
浸
入
水
量
を
予
測
し
、
局

所
的
な
豪
雨
に
伴
う
流
入
水

に
効
率
的
に
対
応
す
る
運
転

管
理
を
実
現
す
る
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
降
雨
デ
ー
タ
と
浸
入

　

総
務
省
は
令
和
元
年
度
の

地
方
公
営
企
業
決
算
の
概
要

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
地
方
公
共
団
体
が

経
営
す
る
水
道
事
業
（
簡
易

水
道
を
含
む
）
の
数
は
１
８

５
６
事
業
で
、
前
年
度
と
比

べ
26
事
業
の
減
と
な
っ
た
。

工
業
用
水
道
事
業
は
１
５
５

事
業
で
１
事
業
減
。
下
水
道

事
業
は
３
６
１
７
事
業
で
11

事
業
減
だ
っ
た
。

　

職
員
数
は
水
道
が
４
万
４

０
３
５
人
、
工
業
用
水
道

が
１
６
０
１
人
、
下
水
道

が
２
万
７
１
５
８
人
。
こ
れ

は
、
５
年
前
の
平
成
27
年
度

と
の
比
較
で
そ
れ
ぞ
れ
１

９
２
１
人（
４
・
２
％
）、
70

人（
４
・
２
％
）、
４
６
７
人

（
１
・
７
％
）少
な
く
な
っ
て

お
り
、
職
員
の
減
少
を
顕
著

に
示
す
数
字
と
な
っ
た
。
建

設
投
資
額
は
水
道
が
１
兆
２

４
８
４
億
円
（
前
年
度
比

１
・
６
％
増
）、工
業
用
水
道

６
５
０
億
円（
27
・
２
％
増
）、

下
水
道
１
兆
６
２
２
０
億
円

（
３
・
６
％
増
）と
、い
ず
れ
も

前
年
度
よ
り
増
え
て
い
る
。

　

経
営
指
標
を
み
る
と
、
経

常
費
用
に
対
す
る
経
常
収
益

の
割
合
で
あ
る
経
常
収
支
比

率
は
、水
道
は
１
１
２
・
１
％

で
０
・
７
㌽
下
が
っ
た
。
給

水
収
益
の
減
少
に
伴
う
経
常

収
益
の
減
少
、
減
価
償
却
費

等
の
上
昇
に
伴
う
経
常
費
用

の
増
加
に
伴
い
減
少
傾
向
に

あ
る
と
し
た
。
下
水
道
は
１

０
６
・
９
％
で
０
・
６
㌽
下

が
っ
た
。
使
用
料
収
入
の
増

加
等
に
伴
う
経
常
収
益
の
増

加
に
よ
り
上
昇
傾
向
に
あ
っ

た
が
、
平
成
30
年
度
以
降
は

経
常
収
益
の
増
加
が
経
常
費

用
の
増
加
を
下
回
っ
た
た
め

下
落
し
て
い
る
。
水
道
の
料

金
回
収
率
（
供
給
単
価
÷
給

水
原
価
×
１
０
０
）
は
１
０

４
・
４
％
、
下
水
道
の
経
費

回
収
率
（
下
水
道
使
用
料
÷

汚
水
処
理
費
用
×
１
０
０
）

は
93
・
０
％
だ
っ
た
。

　

第
42
回
全
日
本
中
学
生
水

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞

作
品
が
１
日
決
ま
っ
た
。
京

都
府
綾
部
市
立
上
林
中
学
校

１
年
の
柏
原
葵
さ
ん
の
「
私

が
使
っ
て
い
る
水
」
が
最
優

秀
賞
と
な
る
内
閣
総
理
大
臣

賞
に
輝
い
た
。
応
募
総
数
は

９
４
４
４
編
で
、
そ
の
他
に

優
秀
賞
８
編
、
入
選
33
編
、

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
、
マ
ン
ガ
テ
ン
避
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
全
世
帯
に
相
当

す
る
２
２
０
０
世
帯
に
対

し
、
給
水
タ
ン
ク
や
蛇
口
付

き
バ
ケ
ツ
、
汚
れ
た
水
を
浄

水
す
る
簡
易
型
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
石
鹸
と
い
っ
た
衛
生
用
品

の
配
布
な
ど
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ｓ
は
、

南
ス
ー
ダ
ン
国
内
の
他
の
避

難
民
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て

も
、
水
支
援
を
実
施
し
た
実

績
を
持
つ
。
農
業
支
援
を
実

施
し
た
際
は
、
避
難
民
キ
ャ

ン
プ
に
３
０
０
０
ℓ
の
農
業

用
水
の
タ
ン
ク
を
設
置
し
、

生
活
用
水
に
使
用
し
て
も

ら
っ
た
。
＝
次
号
に
続
く
＝

　

下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）
は
、
10

月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い
る
東

京
湾
大
感
謝
祭
２
０
２
０
に

「
東
京
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
下
水

道
２
０
２
０
」
を
公
開
し
、

下
水
道
の
役
割
や
東
京
湾
再

生
に
お
け
る
下
水
道
の
働
き

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
動

画
で
は
、
ミ
ス
日
本
「
水
の

天
使
」
の
中
村
真
優
さ
ん
が

下
水
道
の
役
割
を
下
水
道
博

士
の
栗
原
秀
人
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
。

　

▽
国
土
交
通
省
▽
横
浜
市

▽
埼
玉
県
▽
東
京
都
▽
神
奈

川
県
▽
千
葉
県
▽
千
葉
市
▽

さ
い
た
ま
市
▽
川
崎
市
▽
横

佳
作
１
３
８
編
を
選
ん
だ
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
水
の

日
・
水
の
週
間
の
行
事
の
一

環
と
し
て
昭
和
54
年
か
ら
次

世
代
を
担
う
中
学
生
に
水
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
実
施
。
主
催
は
内
閣
官

房
水
循
環
政
策
本
部
、
国
土

交
通
省
、
都
道
府
県
。

　

次
号
19
日
（
月
）
付

は
休
刊
と
い
た
し
ま

す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

休
刊
の
お
知
ら
せ

須
賀
市
―
が
協
力
し
、
▽
極

東
技
工
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
▽

三
機
工
業
▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
▽
東
亜
グ
ラ
ウ

ト
工
業
▽
月
島
機
械
▽
日
水

コ
ン
▽
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
マ

ン
ホ
ー
ル
工
業
会
▽
日
之
出

水
道
機
器
▽
フ
ソ
ウ
▽
前

澤
工
業
▽
明
電
舎
▽
メ
タ

ウ
ォ
ー
タ
ー
―
が
協
賛
し
て

い
る
。

令
和
３
年
度
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令
和
３
年
度
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

国
土
交
通
省
が
進
め
る
下
水
道
革
新
的
技
術
実
証
事
業（
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）へ
の
期
待
は
大
き
い
。

下
水
道
事
業
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対
し
て
新
技
術
の
開
発
・
導
入
は
有
効
な
手
段
。
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
で
は
、
実

規
模
レ
ベ
ル
の
施
設
を
設
置
し
て
技
術
的
な
検
証
を
行
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化
し
て
、
開
発
し
た
技
術
の
全
国
展
開
を

図
っ
て
い
る
。
来
年
度
、
同
省
で
は
▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
下
水
道
施
設
広
域
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
▽
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
水
処
理
運
転
操
作
の
最
適
化
支
援
技
術
▽
分
流
式
下
水
道
の
雨
天
時
浸
入
水
量
予
測
技
術
お
よ
び
雨
天
時
運

転
支
援
技
術
―
を
進
め
る
方
針
で
、
予
算
概
算
要
求
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

国
交
省

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
で
下
水
道
の
課
題
解
決
へ

上
下
水
道
職
員
の
減
少
顕
著
に

建
設
投
資
は
前
年
度
比
増

令

和

元

年

度

公
営
企
業
決
算

水
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
受
賞
作
品
決
ま
る

オンライン東京湾大感謝祭

ＧＫＰ 下水道の役割を紹介

世
界
の
紛
争
地
で
水
と
衛
生
支
援

瀬谷氏

　

紛
争
地
で
は
、
水
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
り
、
不
衛
生
な
水
を
飲
ま
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
り
し
て
、
多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
と
衛
生
の

支
援
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
い
状
況
だ
。
紛
争
地
に
お
い
て
水
と
衛
生
支
援
な
ど
の

活
動
を
実
施
し
て
い
る
、認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ｓ
（
リ
ア
ル
ズ
、Ｒ
ｅ
ａ
ｃ

ｈ　

Ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ
、旧
日
本
紛
争
予
防
セ
ン
タ
ー
）理
事
長
で
、

国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
海
外
で
の
支
援
活
動
に
従
事
し
て
き
た
瀬
谷
ル
ミ
子
氏
に
、
南

ス
ー
ダ
ン
の
国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
取
り
組
み
を
中
心
に
話
を
聞
い
た
。

水
と
衛
生
の
支
援
は
待
っ
た
な
し

昨年度の活動で設置したタンク型手洗い
設備（ＲＥＡＬｓ提供）

３
件
の
新
規
実
証

事
業
を
予
算
要
求

水
率
に
よ
る
流
出
解
析
で
数

時
間
先
の
流
入
量
を
予
測
す

る
こ
と
で
、
事
前
に
流
入
増

加
に
備
え
た
効
率
的
な
ポ
ン

プ
運
転
や
水
処
理
が
可
能
と

な
る
。
溢
水
・
浸
水
や
汚
泥

流
出
の
防
止
、
水
質
悪
化
な

ど
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

総務省

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ｓ


